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株式会社 AsMama（代表：甲田恵子）では、地域社会一体となって子育てをシェア（Share）しあ

う仕組みや場の創出を目指しこれまで取り組んでまいりました。このたび、その第一歩として AsMama

公認子育て救世主『ママサポーター』たちが主導となって定期的に提供する託児体験教室『コソダ

テ・ラボ』を 2012年 8月よりまずは、東京、横浜、名古屋にて開始いたします。 

 

 AsMamaコソダテ・ラボは、地域親子の子育てを支援したいと願う複数の AsMamaママサポーター( 

送迎や保育など育児の「困った」を手助けする AsMama の会員）たちが、地域の親子に集団託児の体

験機会を定期的に提供し、子どもたちの成長機会と子育てに奮闘する親の自由な時間を創出する取

り組みです。 

 コソダテ・ラボの最大の目的は、託児が親にとっても子にとっても最大の成長機会であることを

実感してもらうこと。独りで頑張りすぎる子育てこそ誰のためにもならず、むしろ頼れる人がいる

ことで親はもちろん、子どもにとっても自尊心や社会性、好奇心を育む最大の権利と機会なんだと

いうことを共有し合うことです。そして、地域の親子とママサポーター、参加する親同士が平時か

ら繋がり、いざという時にも互いに頼り合える関係を育むことです。 

 コソダテ・ラボの託児時間中に開催される催しは地域やママサポーターたちによって個性はあり

ますが、毎月全国共通で開催されるコンテンツも提供します。 

 また、参加者（保護者）は託児体験を利用者として体験するだけでなく、ママサポーターアシス

タントとして参加し、集団保育の中で自らの子育てに新たな気付きを得ることもできます。 

 

【コソダテ・ラボ開催概要】 

○開催頻度…各地のママサポーターがチームとなって、定期的に開催（※地域により異なります） 

○参加費…500 円／時 ※8 月はテストモニター期間として初回 2 回は無料となります。 
○時間…３時間帯制（地域により開催時間が異なります） 
    １０時－１２時、１３時－１５時、１６時－１８時 
    乳幼児から小学校低学年までを対象とします。 
○託児定員…10 名（子どもの年齢により対応） 
○開催地／8 月開催予定日程（変更になる場合がありますので詳細はお問い合わせください） 
  ・東京都目黒区 8 月 4 日（土）、18 日（土）各日 10 時－12 時 

地域の子育て救世主が、子も親も成長する託児体験機会の定期的提供 

ＡｓＭａｍａ 託児体験教室『コソダテ・ラボ』が 

2012 年 8 月 1 日始動！！ 
 



                          
                          
  ・横浜市中区 8 月 1 日（水）、8 日（水）、22 日（水）、29 日（水）各日 10 時－12 時 

  ・名古屋市千種区 8 月 3 日（金）、10 日（金）、17 日（金）、31 日（金）各日 10 時－12 時 
 
コソダテラボ紹介ページ URL：http://asmama.jp/event/view.php?id=360 
 
※託児時間中、子どもたちはママサポーターが用意した工作等のワークショップを楽しみます。その間、

保護者は、保護者同士の交流を図る、所用を済ませる…等、自由に過ごします。 
※同一ラボに 2 回目以降託児を利用する場合は延長託児の依頼が可能です。 
※託児を担当するママサポーターは資格の有無を問いませんが、実施時には有資格者をはじめ集団保育

熟練者が託児を全面的にサポートします。 
 
 
<コソダテ・ラボの流れ> 
 １５分－コソダテ・ラボの目的説明、当日担当のママサポーターの自己紹介、参加親子の自己紹介 
 ８０分－託児（簡単な工作などワークショップを開催） 
 １５分－託児の様子のレビュー。託児体験ママたちの感想、交流。 
 １０分－次回コソダテ・ラボ、及び近日開催される本部イベントのご案内。 
 

 
 
 

 

◆◆◆ 本リリースに関するお問い合わせ ◆◆◆ 

株式会社ＡｓＭａｍａ  （http://asmama.jp/） 広報担当 

TEL＆FAX：０４５－２６３－６４３３ メール：ｐｒ＠ａｓｍａｍａ．ｊｐ 

横浜市中区北仲通 3 丁目 33-130 
 

『コソダテ・ラボ』の名称には、託児機会を通じて子どもが社会性や社交性など可能性を伸ばす『子育て』を共に育む

場でありたいという思いと、託児の活用によって子どもたちに負けないくらい親もまた『個育て』の時間であってほし

い、という思いを込めています。 
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